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令和６年度 第２回習志野市環境審議会 会議録  
 

 

１ 開催日時 令和７年３月２１日（金）１５：００～１７：００ 

２ 開催場所 市庁舎５階 委員会室 

３ 出席者 

  【会 長】東邦大学理学部生命圏環境科学科    教 授  朝倉 暁生 

【副会長】習志野市議会議員                田中 真太郎 

  【委 員】習志野市議会議員                三代川 雄哉 

       習志野市議会議員                金井 宏志 

       千葉工業大学先進工学部生命科学科   教 授  村上 和仁 

       千葉工業大学創造工学部都市環境工学科 教 授  小田 僚子 

       東邦大学理学部生命圏環境科学科    准教授  今野 大輝 

日本大学生産工学部環境安全工学科   教 授  武村 武 

習志野市連合町会連絡協議会           吉田 文雄 

習志野商工会議所 女性会       会 長  桜丘 けい子 

       習志野商工会議所 女性会            梓澤 キヨ子 

ＮＰＯ法人樹の生命を守る会      樹木医  有田 和實 

       公 募 委 員                   三浦 由久 

       公 募 委 員                   古月 美惠 

  

 【事務局】都市環境部    部  長  森野 繁 

都市環境部    次  長  金坂 邦仁 

       都市環境部    副 参 事  佐久間 心之 

環境政策課    課  長  三橋 智 

                係  長  松本 大輔 

                副 主 査  飯田 友恵 

 

  【関係者】クリーンセンター 所  長  仁王 俊明 

       環境政策課    主  幹  仲野 元 

      環境政策課    係  長  鈴木 喬 

       環境政策課    主 査 補  名倉 亜希子 

       環境政策課    副 主 査  吉田 正樹 

       公園緑地課    課  長  金坂 雅樹 

       公園緑地課    主  幹  田村 賢司 

       公園緑地課    副 主 査  久保 皓介 

       クリーン推進課  課  長  村山 貴弘 

       クリーン推進課  主  幹  福田 淳 
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  【欠席委員】習志野市医師会         医 師  吉岡 敏江 

       日本大学生産工学部土木工学科   教 授  佐藤 克己 

千葉みらい農業協同組合      理 事  渡邊 勇 

       公 募 委 員                 香取 裕子 

       

 

  傍聴人 ： ５名 

 

４ 議題 

  第１ 会議の公開  

第２ 会議録の作成等 

  第３ 会議録署名委員の指名 （金井委員 有田委員） 

第４ 諮問 

  ・環境保全条例施行規則 規制基準の改正について 

第５ 報告 

①次期習志野市環境基本計画策定にかかる進捗について 

②次期習志野市緑の基本計画策定にかかる進捗について 

③プラスチック使用製品廃棄物の分別の検討について 

  第６ その他  

 

５ 会議資料 

  ■諮問 習志野市環境保全条例施行規則 規制項目の改正について 

 

  ■報告① 次期習志野市環境基本計画策定にかかる進捗について 

   ①-１ アンケート調査結果 

   ①-２ 習志野市環境基本計画 骨子案（全体概要） 

   ①-３ 習志野市環境基本計画 骨子案 

   ①-４ 習志野市環境基本計画 スケジュール表 

 

■報告② 次期習志野市緑の基本計画策定にかかる進捗について 

 ②-１ 策定のポイント 

 ②-２ 習志野市緑の基本計画 中間報告書（案） 

 ②-３ 市民意識調査のまとめ 

   

  ■報告③ プラスチック使用製品廃棄物の分別の検討について 
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６ 議事内容 

（朝倉会長） 

 ただいまから令和６年度第２回習志野市環境審議会の会議を開会する。 

 本会議は規定により、委員９名以上の出席が成立要件となっており、出席委員は１４

名によって本会議は成立した。 

 

【日程第１】会議の公開 

（朝倉会長） 

 本日の会議は習志野市審議会等の設置及び運営等に関する指針により原則公開とな

っている。 

ただし、内容により、公開・非公開の判断が必要となった際は、その都度お諮りする

こととするが、よろしいか。 

 

（委員一同） 

 異議なし 

 

（朝倉会長） 

 なお、本日の内容に非公開事項になると思われる案件はない。 

 また、傍聴者については、定員に達するまでの間は、入口でお配りした注意事項を守

るようお願いした上で、随時傍聴希望者の入室があるので、ご承知おきいただきたい。 

 非公開となった場合は指示に従っていただく。 

 

【日程第２】会議録の作成等 

（朝倉会長） 

 日程第２「会議録の作成等」についてお諮りする。 

 会議録は要点筆記とし、会議名、開催日時、開催場所、出席者氏名、審議事項、会議

内容、発言委員名および所管課名を記載した上で、市ホームページ及び市役所グランド

フロアの情報公開コーナーにおいて、公開したいと思うが御異議あるか。 

 

（委員一同） 

 異議なし 

 

（朝倉会長） 

 異議なしと認め、そのように取り扱うことに決定する。 

 

【日程第３】会議録署名委員の指定 

（朝倉会長） 

 日程第３「会議録署名委員の指定」についてお諮りする。 
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 会議録の作成にあたり、正確性、公平を期すため、会議録署名人を私から指名させて

いただくが、御異議あるか。 

 

（委員一同） 

 異議なし 

 

（朝倉会長） 

 異議なしと認める。 

 名簿順で金井宏志委員と有田和實委員を指名させていただく。 

 

【日程第４】諮問事項 

（朝倉会長）  

 日程第４「諮問事項」に入る。本日の審議にあたって、本日付で諮問書が交付され、

その写しを配布している。 

 諮問「環境保全条例施行規則 規制基準の改正について」事務局から説明願う。 

 

 ・習志野市環境保全条例施行規則 規制基準の改正について 

【（概要説明）都市環境部 環境政策課 三橋課長】 

 資料「習志野市環境保全条例施行規則 規制項目の改正について」に基づき説明 

 

「工場及び事業所から公共用水域に排出される水の、規制等を定めた「水質汚濁防止法」

に基づく、省令が改正され、令和７年４月１日より施行されることから、それに合わせ、本市の

「環境保全条例施行規則 別表第４」で定める規制基準を改正しようとするものである。 

具体的には、資料「２．改正内容」の表に記載の通り、「大腸菌群数」として１立方メートル

あたり３千個としている許容限度を「大腸菌数」とし、その許容限度を１ミリリットルあたり８００

ＣＦＵ（シーエフユー）とするものである。 

対象の項目名と許容限度が変わったが、公衆衛生上の問題となる「大腸菌」の数を、より

簡便に分析する技術が確立されたことによる変更であり、実際の許容限度については、現在

とほぼ変わらない。 

令和７年４月１日施行に向け、千葉県及び近隣市と同様に本市も改正をしようとするもので

ある。 

 

【質疑応答】 

（朝倉会長） 

 事務局からの説明について、御意見、御質問をいただきたい。 

 

 質疑なし 
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（朝倉会長） 

それでは、本件につきましては、省令の改正に伴うものなので特段意見なしというこ

とで、本案を尊重し習志野市環境審議会の答申としたいと思うがよろしいか。 

 

（委員全員） 

異議なし。 

 

（朝倉会長） 

それでは異議なしということで、市長に対し文書にて答申したいと思う。 

文書の内容については会長の私に一任でよろしいか。 

 

（委員全員） 

異議なし。 

 

（朝倉会長） 

それでは、後程文書にて答申を行う。 

 

【日程第５】報告事項 

（朝倉会長） 

 日程第５「報告事項」に入る。 

 報告①「次期習志野市環境基本計画策定に係る進捗について」事務局から説明願う。 

 

■報告①次期習志野市環境基本計画策定に係る進捗について 

【（概要説明） 都市環境部 環境政策課 三橋課長】 

（資料①－１「次期習志野市環境基本計画策定について」 

①－２「習志野市環境基本計画 骨子案（全体概要）」 

①－３「習志野市環境基本計画 骨子案」 

①－４「習志野市環境基本計画スケジュール」 に基づいて説明） 

 

【質疑応答】 

（朝倉会長） 

 事務局からの説明について、御意見、御質問をいただきたい。 

 

（三浦委員） 

今回の会議議題について、環境審議会 2回分の内容、資料の多さであった。 

次回以降、配慮した方がいいと思うので要望しておく。 
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●三浦委員より事前提出のあった 「3/21 環境審議会資料についての意見等・回答」につ

いて、回答内容について補足説明の希望あり。 

 

報告①－１ アンケート調査結果 

№４ 新清掃工場は、若者や家族連れが自由に見学に来て、楽しく体験学習できるような施

設にしてほしい 

（都市環境部 環境政策課 仲野主幹） 

環境学習機能は新清掃工場においても重要な施設になり、整備することになっている。 

活用については、年代、世代間、関わりなく市民から親しまれる施設を目指していきたい。 

 

№５ ①プラスチック分別について市からの情報提供が少ない。千葉市や他の取り組みも参

考にして、市民がどう対応したらよいのか早急に紹介してほしい 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

プラスチックの再資源化については、事業者に委託し検証作業を進めている。 

また、プラスチック使用製品廃棄物等の排出量の把握や、どの程度、再商品化が図れるの

か、再商品化事業者がどれくらいあるかなど、検証を進めているところである。 

その結果を踏まえ、適宜、情報提供を行っていきたい。 

参考として、現在近隣では千葉市、市原市が試験的に回収を実施しており、四街道市はす

でに実施している。また、八千代市でも取り組むという情報が入っている。 

 

№５ ②「プラスチックは焼却炉の燃料」という指摘についても、市民に正確に回答してほしい 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

 アンケート調査の中でも様々な意見があり、プラスチックの考え方について整理を行い、今

後、情報提供を行っていきたい。 

 

№６ ①「ゴミの受益者負担」を「ごみの有料化」に変更した理由は何か 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

設問の中では、「受益者負担制度、いわゆる有料化とは」といった説明をしており、一般廃

棄物処理基本計画に記載している受益者負担制度と同じ内容と考えている。 

 

№６ ②徴収金の使途についても一定の結論が出たように思うが、市からの情報発信がない 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

現在、プラスチックとあわせ有料化についても、令和６年度から７年度にかけて、専門的な

知見を有する事業者に委託し、検証を行っている。 

ごみ量の推計や受益者負担制度に係る手法などの検証を行っており、市民が注目してい

る課題であると認識をしている。 

以前、環境審議会の答申で「ごみ処理に対する受益者負担制度導入における歳入は清掃

行政の施策に限定した使途となる仕組みを構築するなど、ごみ処理をはじめとする各施策の
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より一層の推進に役立てること」という答申内容を踏まえ、今後、有料化制度の手法ついて検

討を行っていきたい。 

 

№６ ③有料化でごみ問題が解決された事例や、市民へのインセンティブ等について 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

近隣では千葉市が家庭ごみの有料化を実施している。 

焼却ごみ削減が進む中で、焼却ごみ３分の１削減目標を有料化により達成することができ、

削減できた結果として、老朽化した清掃工場の稼働を停止し、３つあった工場の内、２つの清

掃工場を稼働させつつ、稼働を停止した清掃工場の用地を次に整備する清掃工場の建設用

地とする形で、３つの用地で２つの清掃工場運用体制に移行することができ、焼却灰の削減

による最終処分の延命化や温室効果ガスの削減にも繋がっている。 

市民へのインセンティブについては、記載の通り、ごみステーションの管理支援や、不法投

棄、不適正排出対策等を行っている。 

 

№７ 環境教育、環境学習への取り組みを一層強化してほしい 

（都市環境部 環境政策課 三橋課長） 

今後、教育委員会等含め、幅広く連携を見据えながら強化した取り組みを検討していく。 

 

報告①－３ 環境基本計画骨子案  

№２ ①基本目標３の施策の柱と施策方向性から公園が削除されたが、残すべきではないか 

（都市環境部 環境政策課 三橋課長） 

現行計画における「自然環境」「公園緑地整備」を統合する上で、公園の要素は「緑」という

言葉に集約する形で整理を行った。 

本市が住宅都市である特性上、本市の緑が主に公園緑地によって構成されること、また、

現在策定中の緑の基本計画においても、緑の中に公園を整理していることを踏まえた整理と

なっている。 

環境基本計画として環境分野の大枠を示す必要があることから、施策の柱及び施策の方

向性は、公園を含んだ形で統一を図りたいと考えている。 

しかしながら公園が重要な役割を果たしていることを踏まえ、「緑の保全と創出」、「緑とふ

れあう機会の創出」における取り組みの中に位置付けを明確にするよう、今後検討していく。 

今後、緑の基本計画の改定内容に合わせ整合を図っていく。 

 

（三浦委員） 

基本目標３に「公園」という文字が入っていない、前回は「公園」という文字が入っていた。 

あえて「公園」を削除しなくてもいいのではないか。 
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№２ ②基本目標には具体的な数値目標を設定してほしい 

（都市環境部 環境政策課 三橋課長） 

他の計画との整合性や、関連する各課との調整を行った上で、可能な限り、数値目標を設

定することを考えていきたい。 

 

（朝倉会長） 

検討事項については事務局で検討してもらえればと思う。 

今後のスケジュールについて、次回８月に環境審議会が予定されている。 

次回の環境審議会までに基本事項の整理や、目指す環境像、施策指標の検討等、大まか

な内容が決まりそうなので、現段階で意見等あれば出した方がいいのではないかと思う。 

 

（三代川委員） 

 ３点質問する。 

 １点目、環境基本計画は話が大きいため、市民一人一人にとって自分ごとと感じにくいので、

普段から知識を身に付けたり、学ぶ機会を提供することが大事ではないかなと思っている。 

資料 1－②習志野市環境基本計画の骨子案 「２ 取り巻く環境と本市の状況」の一番下に

記載のある「教育委員会や生涯学習施設等と連携した環境教育は未実施」となっているが、

未実施の理由を教えてもらいたい。 

 

（都市環境部 環境政策課 三橋課長） 

教育委員会では、小学４年の社会科見学で現地の見学を行っている。 

ただ、追加科目として何か提供できるものがなかったか、今後さらにやる必要があるので

はないかというところではあるが、具体的に何ができなかったのか現段階では答えられない。 

 

（三代川委員） 

環境基本計画を教育のカリキュラムの中に入れる事は有効であると個人的には思ってい

るので、教育委員会等と協議していくよう要望する。 

２点目、現行の環境基本計画４ページに、計画の位置付けがあり、他分野の基本計画との

連携と記載がある。 

例として「都市マスタープラン」や「健康なまち習志野計画」、「地域防災計画」が挙げられて

いるが、環境となると大きな事になってしまうので、健康等と一緒にやることにより、学んだり

意識付けできたりする機会になるのではないかと考えている。 

現行計画に書いてある、都市マスタープランや健康なまち習志野計画、地域防災計画等で

現在行っている事例等あれば教えてもらいたい。 
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（朝倉会長） 

環境だけではなく「環境×〇〇」の様な形で、「環境×防災」や「環境×健康」とした方が、

市民の関心度は高まるのではないかという指摘だと思うが、今のところそういった取り組みは

あまりされていない。 

 

（三代川委員） 

今回の反省を活かし、世界や国の情勢を鑑みながら、習志野市として具体的な取り組みや

活動、横の連携が一番自分ごととして出来る事だと思うので、現行計画にもう少し具体的な

内容を記載するよう作ってもらえるといいのではないか。 

 

 ３点目、プラスチックについてごみ袋の有料化等色々な動きがあると思うが、民間のスーパ

ー等で行っているプラスチック回収等と公民館等の連携や情報共有はどこまでされているの

か状況を伺いたい。 

 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

各企業色々な取り組みがされ店頭での回収等は把握しているが、連携までは行っておら

ず状況把握程度にとどまっている。 

色々な企業がリサイクルに取り組んでいるため、連携をとりながら、より一層リサイクルを

進めていきたいと考えている。 

 

（三代川委員） 

色々やらなければいけない事があって大変だと思うが、検討をお願いしたい。 

 

（朝倉会長） 

1 つ検討いただきたい事がある。 

少し厳しい言い方をすると、資料①－２「５ 課題」について今更という感じがする。 

前回の会議でも言ったが８年の計画で８年後を見据えたときに、今の計画でこの課題が解

決できていないといけないと思う。 

次の計画では、ポイントとなる「習志野らしさ」を１つでもいいので出してもらいたい。 

可能であれば、行政が１事業者として温暖化対策に率先して取り組むという事を明確に記

載し次の計画の目玉になって欲しいと思う。 

また「市民・事業者等」と書かれているが、最大の事業者の1つは「習志野市役所」になる。

その市役所が率先してやってもらい、良い事例として市内の事業所がロールモデルにできる

取り組みを、次の計画に載せてもらうよう検討をお願いしたい。 

 

 

 

 



 10  

 

（朝倉会長） 

 報告②次期習志野市緑の基本計画策定に係る進捗について事務局から説明願う。 

  

■報告②次期習志野市緑の基本計画策定に係る進捗について 

【（概要説明） 都市環境部 公園緑地課 金坂課長】 

（資料②－１「策定のポイント」 

②－２「習志野市緑の基本計画 中間報告書（案）」 

②－３「市民意識調査のまとめ」 に基づいて説明） 

 

【質疑応答】 

（朝倉会長） 

 事務局からの説明について、御意見、御質問をいただきたい。 

 

（有田委員） 

名木 100 選があるが、10 本ぐらい減ってしまった。 

自然災害だけではなく土地開発等で無くなった木もあり、それを含め、新たに認定するのも

大事だが、現存する木を市民に紹介したり教育に役立てたり、現況ではどの程度やっている

かわからないが、子供達に市内を案内しながら、市の緑に対する思いやりを伝えていければ

結果的に緑の教育になるのではないかと私は感じている。 

増やすのも大事だが今あるものを大切にしていく事の提案を含め、意見とする。 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

教育委員会等と連携しながら教育も含め、検討していきたい。 

 

●三浦委員より事前提出のあった 「3/21 環境審議会資料についての意見等・回答」につ

いて、回答内容について補足説明の希望あり。 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

報告②－１（緑の基本計画案） 

№１ 茜浜・芝園「海浜レクリエーション空間」については是非実現してほしい。 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

茜浜地区・芝園地区の「海浜レクリエーション空間」の実現について、緑の基本計画を策定

していく中で市民の憩いの場となるよう検討していきたい。 

 

（三浦委員） 

習志野親水護岸だが高潮対策のために、大きな岩が置かれているが危険である。 

大人でも足が間に入ってしまい、海辺まで近づいて海に触れ合えない。 

現場を確認し市民が海辺に行けるような対策、例えばワイヤーのネットを張るなどお願いし

たい。 



 11  

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

千葉県とも協議していきたい。 

 

№２ ①最初の行で、「市民・事業者・行政等」と、「市民」を最初に挙げた理由 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

身近な地域における市民の主体的な活動が重要となることから、多種多様な主体による協

働の考え方に関する表現として、事業者、行政よりも市民を先に記載した。 

 

№２ ②Park-ＰＦＩについての解説が欲しい 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

民間事業者を活用していく手法のひとつとしてＰａｒｋ－ＰＦＩがある。 

現在、本市の公園にもＰａｒｋ－ＰＦＩについてポテンシャルがあるか等を含め、民間事業者

に聞き取り調査・研究を行っているところである。 

一般市民に分かりやすい計画とするため、パブリックコメントの最終報告書について、用語

解説を入れることを考えている。 

 

②－２（緑の基本計画） 

№１ 都市公園、都市公園等、緑地、緑の空間の定義が分かりにくい 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

 全体が「緑」の中で、「緑地」「緑の空間」と分かれ、その中にさらに「都市公園」「都市公園以

外」という部類になっているが、市民に分かりやすいように修正する。 

 

（小田委員） 

緑に関する計画・課題に関し、環境保全や景観という観点での意識は強く感じたが、言葉

として防災と書かれているが、具体的にその防災はどのような視点で、緑を活用していくのか

確認させてもらいたい。 

質問の意図としては、報告①アンケート等でも昨今、暑熱環境の悪化に伴う健康リスク悪

化が多くの市民の方から挙げられていたが、「緑」と関連性があると思っている。 

例えばヒートアイランドの緩和等、防災の観点について、印象の薄さを感じた。 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

※報告②－２の１９ページに基づき回答 

「（３）防災系統の緑の評価」①、②、③の中で、基本的には①公園、学校も含め一時避難

所等の役割をしている。 

また、ハミングロードや緑道の街路樹については延焼防止の役割等になっている。 

緑に関して防災等の役割を担っている事については記載している。 
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（小田委員） 

避難の観点が強く出ていると思うが、報告①の暑熱環境の悪化と関わってくると思うので

連携していいのではないか。 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

今回の環境基本計画と連携しながらやっていきたい。 

 

（朝倉委員） 

指摘のあったものを明記できるのであれば、記載してもらったほうがいい。 

要するにヒートアイランドの緩和等の機能もあるという事である。 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

記載していきたい。 

 

（有田委員） 

緑の基本計画の中には載っていないが、習志野市の緑の量を増やす話はあるが、減らさ

ない方法を考えていかないといけない。 

その中でも一番顕著なのは「クロマツ」である。 

特に東習志野地区の工場等の松や、茜浜周辺の公共も含めた松や、沿線上の木も枯れ

てきている。 

公共地域だけで見るのではなく、市全体で緑をカウントし、増やすよりも減らさない方法が、

寛容ではないかと思っているが、市はどのように考えているのか。 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

貴重な松の保存については、各企業で松枯れ等が発生している状況は把握している。 

また、松枯れ等の発生を確認した場合、松枯れが広がらないよう管理者に連絡し伐採等を

依頼している。 

 

（三代川委員） 

資料②－１の４ページ ４．緑の現況量について、（３）の緑の現況量が市域全体に対する

割合 21％となっているが、他の自治体の状況等と比べていかがか。 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

手元に資料がないため、他市町村の緑の現況量等について詳細に答える事ができない。 

 

（朝倉会長） 

次回、報告をお願いする。 
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（三代川委員） 

資料 報告②－１の３ページ目右上「⑤市内の公園の評価」で、特に評価が低い項目とし

て、「施設・遊具の充実度」及び「情報発信」が挙げられているが、市民にとっても明確な課題

としてとらえることができるのではないか。 

緑の基本計画の中で、施設・遊具の充実度に関し今後どのように考えて進めていくのか、

方向性を伺いたい。 

 

（都市環境部 公園緑地課 田村主幹） 

現在、習志野市では遊具長寿命化計画を策定している。 

市内、約 60％が設置から約 30 年経っているので、老朽化した遊具の修繕を優先して実施

しているところである。 

また、遊具を更新していく中で新たに遊具を設置する際に、なるべく利用者の要望等に応

えられるよう更新していきたい。 

 

（三代川委員） 

現状の更新のみではなく、安全を考慮しながら進めていってもらいたい。 

４月から公園の遊具等の不具合をＬＩＮＥで通報できる機能も導入するとの事だが、できるこ

とをやってもらっているのは本当にありがたい。情報発信が課題になっているため、引き続き、

工夫していただきたい。 

 

資料 報告②－１、１４ページの習志野市の地図の左上に、「葦切近隣公園は既存公園の

拡張整備」と記載があるが、何か動きがあれば教えてもらいたい。 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

葦切近隣公園については検討を行っているところだが、現在はフェンスで囲まれており、一

部、近隣公園として代替的な整備を行い、市民が中に入って散歩や憩いの場となるよう検討

しているが、一部、船溜まりの水があり危険性もある事から、その辺をどのような形で市民の

安全性を確保できるか検討しながら、都市公園として整備していければと考えている。 

 

（三代川委員） 

市民が利用できる場所という事を念頭に置いて進めてもらえればと思う。 

 

（村上委員） 

三代川委員の質問に関連するが、葦切近隣公園は船溜まりそのものを示しているのか、

船溜まりには昔の状態の「ふかんど」が残っている。 

研究場所としては非常によく、昔の谷津干潟と現存の谷津干潟を比較できる場所であるの

で一体化させないで、出来れば昔の「ふかんど」の状態を残した整備をしてもらえれば、私と

しては非常にありがたい。 



 14  

 

 

（都市環境部 公園緑地課 金坂課長） 

水辺に入るような整備は考えていない。あくまでも周辺の一部にベンチを置いたり、憩いの

場として整備できればと思っている。 

 

（朝倉会長） 

村上委員の意見等を聞きながら進めていただければと思う。 

 

(朝倉会長) 

報告③ プラスチック使用製品廃棄物の分別の検討について事務局から説明願う。 

 

■ 報告③「プラスチック使用製品廃棄物の分別の検討について」説明 

【（概要説明） 都市環境部 クリーン推進課 村山課長】 

（資料③ 「プラスチック使用製品廃棄物の分別の検討について」 に基づいて説明） 

 

【質疑応答】 

（朝倉会長） 

 事務局からの説明について、御意見、御質問をいただきたい。 

 

（三浦委員） 

燃えるゴミのプラスチックは、溶融炉の高温のための必要な補助材と聞いている。 

現在の溶融炉だと、プラスチックを分別し減らした場合、逆にコークスを追加しなければい

けないため、コストアップ等の問題が出てくるのではないか。 

新清掃工場ができるまでのプラスチック分別はどのように考えているのか。 

時代に遅れた形で、プラスチックを燃やしていくのか、わかりやすく教えてもらいたい。 

 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

プラスチックについては、熱量を上げるといった、助燃的な作用を及ぼしている。 

プラスチックの分別については、総合的に時期、方法等、現在検証しているところである。 

最終的には環境審議会等でも最終的な報告を考えているが、現状は検証中という答えに

なる。 

 

（今野委員） 

プラスチックの資源循環について、市民に大きく関わるのは分別回収だと考えている。 

アンケートの結果を見ると 90％近くはプラスチックの分別回収に肯定的であったため、ぜひ、

市民の思いや期待に応えていきたいと思う一方で、知識の差があるのが大きな問題だと思っ

ている。 
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そのため、階層別に教育する事が重要で、冊子やマニュアルを配ったり、ガイドラインをホ

ームページに載せるだけでなく、市民向けのワークショップ、事業者向け説明会の開催、高校

生向けの発展的な学習に専門家を招いたりするなど、市民全体がプラスチックについて知っ

た上で、正しく分別する意味があるという事を知るのが重要だと思っている。 

「プラスチック＝資源」または、「プラスチックは燃料」と言われても、なぜと思う人もいる。 

燃えて発熱するからエネルギーになるというのを、イメージできる人とできない人がいると

思う。 

そのため、階層別な教育が極めて重要になるのではないかと思うが、その点について今の

習志野市の意見を伺いたい。 

 

（都市環境部 クリーン推進課 村山課長） 

毎年、ごみの出し方全般について啓発を行っているところではあるが、市民の方から話を

伺う中では各階層によって認知度が違っていると感じているので、階層別や認知度に応じ、

色々な啓発の仕方を考えなければいけない。 

今野委員の意見等を参考にしながら、より市民が実践できるような、啓発の仕方を考えて

いきたい。 

 

（今野委員） 

そういった取り組みを企画する市の職員に対しても勉強会等でプロを招き、全員が同じ知

識レベルで取り組めるようにする事も重要な事だと思っているので、考慮してもらえればと思

う。 

 

（金井委員） 

資料の右側、「Ⅳプラスチック使用製品廃棄物の発生量推計」について、表の中の一番下

「フィルム 3.31％」とあり、量としては上位になるが、フィルムとは具体的にどのようなものなの

か。 

 

（都市環境部 クリーン推進課 福田主幹） 

写真のフィルムとは違い、包装用のフィルムということで認識いただきたい。 

 

【日程第６】その他 

（朝倉会長） 

 最後に日程第６「その他」として事務局から連絡等あれば説明願う。 

 

事務局より３点連絡事項あり 
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１点目「環境審議会委員による清掃工場の見学について」 

 

（都市環境部 環境政策課 仲野主幹） 

前回の環境審議会の終了後、朝倉会長及び田中副会長より、新清掃工場のごみ処理方

式として決定したストーカ式焼却方式と同じ方式を採用している、他市の清掃工場と溶融方

式を採用している現在の本市の芝清掃工場の視察の実施について提案があった。 

後日、事務局から日程調整等の連絡をする予定である。 

 

２点目「環境審議会資料のペーパーレス化について」 

 

（都市環境部 環境政策課 三橋課長） 

会議資料のペーパーレス化に取り組む必要があると考えていることから、会議資料の今後

のメールでの送信及び会議での個人のパソコンを使用していくことを考えている。  

また、希望者には従来通り、紙ベースでの郵送も対応をしていく。 

 

３点目「今後の環境審議会の開催について」 

 

（都市環境部 環境政策課 三橋課長） 

・今年度の環境審議会は本日で最後となる。 

・令和７年度の環境審議会は７月末又は８月及び３月頃開催予定 

 （会長と日程調整後改めて委員へご連絡） 
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